
長崎県対馬市 釜坂 綾 漁業・水産業

【年 齢】
26歳

【出身地】
長崎県 長崎市

【転出元】
長崎県 長崎市

【前 職】
学生

【活動時期】
R3.4～ R6.3

（2年目）

対馬の水産業のパワー、そして海産物の美味しさに心を
打たれ移住しました。
対馬の豊かな海も近年では磯焼けの問題が深刻化してお

り、その改善や基礎的調査に少しでも協力できればと思っ
ています。

【メディア等の取材連絡先】
（電話番号） 0920-53-6111㈹

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
Instagram：shimasui_tsushima（しますい_大きな対馬の小さな水族館）
https://www.instagram.com/shimasui_tsushima/

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●藻場の基礎的な生物調査
島内のどこにどんな海藻があるか(あったか)を調べ
ています。また、潮下帯での生物調査や潜水調査で
採取した海藻を乾燥標本にすることで、学術的資料
としても活用が期待できます。

●定置網の漁獲物（未利用魚）調査
未利用魚の漁獲状況調査のため、島内の２つの定置
網事業者の漁に同行し、漁獲魚種の記録をしていま
す。水揚げされない未利用魚や小型魚についても
データを収集することで、当該海域における出現魚
種のより詳細なデータ化を目指しています。

●海の魅力発信関連
対馬で減少している海草「アマモ」の認知度向上・
普及啓発のため、対馬市役所庁舎内において水槽を
設置しています。アマモに加えて、アマモ場に住む
生物を展示し、解説パネルを設置することで、市民
の方の学びの場となるよう努めています。

残存する藻場の調査地点を拡充するとともに、対馬の漁
法を紹介する動画や過去の藻場についての聞き取り等を進
めていきたいです。
また、アマモ水槽で普及啓発活動と併せて、地域の教育

機関と連携し、磯の生物観察会や移動水族館等で、子ども
たちが自然を身近に感じられる機会を設けていきたいです。
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